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日本勤労者山岳連盟

「西鎌を超えて」

前日新穂高温泉から入り、双
六小屋に泊る。「さあ今日は槍
だ！」と意気込み、双六岳か
ら登り返しあの辺が西鎌尾根
かと思いながら槍を望んだの
がここ。小屋泊でザックは 21
㎏超と、図らずも歩荷トレと
なった苦い思い出の一コマ。
（後藤茂樹・じねんじょ山の会／愛知）
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2024 年版 JWAF カレンダー 

掲載写真が選出されました！ 

選考所感  小松由佳 

新型コロナウィルスによる影響が落ち着き始めた今年は、日本各

地の山々を網羅した写真が例年より目立ちました。たくさんの応募

をいただいた中から、物語を感じるか、一瞬の光景をとらえた驚き

や感動があるかを基準に選考させていただきました。 

表紙の一枚は、北アルプスの短い夏の美しさをとらえた清々しい

一枚。「山においでよ」と誘われているようです。 

１月の写真は、雪煙が舞う冬の谷川岳。新しい一年が始まる高

揚感を感じさせられます。２月は、雪を抱いた木々と真っ青な空と

のコントラストが美しい一枚。３月の写真は、厳冬期のカミソリ岩。山

の厳しさを物語る、目の覚めるような一枚です。４月の写真は、登

山道の傍に咲き誇る、小さな花の輝きを優しいタッチで捉えていま

す。「あの岩の上でゴロンとなりたいなあ」というユニークなタイトル

の５月の写真は、屋久島の自然の特徴を豊かに捉えた一枚。６月

の写真は、幽玄な雰囲気を漂わせる一ノ倉沢と、シラネアオイの紫

色が印象的です。梅雨明けの南蔵王を捉えた７月の写真は、山の

雰囲気をしっとりとしたタッチで見せています。８月の写真は雲をま

とう剣岳。神々しさすら感じさせられる一枚です。９月は、池に映る

山の緑のコントラストが美しい一枚です。焼石岳の紅葉をとらえた

10 月の写真は、静かな余韻が残ります。11 月は、すっかり雪景色

となった立山連峰での一枚。モノクロの世界に身を置いたような斬

新さを感じます。12 月は、朝焼けの小沼長七郎山。山で出会った

その瞬間への感動を感じさせられます。 

どの写真も、山への愛情、そこに立つ喜びが伝わってくる一枚で

した。皆様が出会った宝物のような時間を見せていただき、どうもあ

りがとうございました。 

7 月 5 日、全国連盟事務所にて、来年のＪＷＡＦカ

レンダーの写真選考が行われました。会員みなさん

から思い思いの写真を自由に応募いただき、総数

221 点から、表紙を含めた 13 点が選出されました。 

カレンダーの体裁は、2023 年版と同様に B４サイ

ズ・中綴じ 28 頁で、曜日の並びは、全国理事会で

の討議を経て、土日が横並びになる「月曜始まり」で

す。各地方連盟の連絡先を掲載しています。定価

1,000 円（税込）で、申し込みについては 9 月中旬

にご案内します。 
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４月 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
 
 
 
 
 
 
 作品名 山名 撮影者 所属会 

表紙 涸沢カールと穂高連峰の絶景 穂高連峰 三浦 紀子 大分勤労者山岳会/大分 

１月 谷川での会合 谷川岳 佐藤 玄太 カモの会/神奈川 

２月 天翔 高落場山 金谷 與治 チャムラン山の会/石川 

３月 厳冬期黎明 鳥甲山 吉楽 隆志 清津山の会/新潟 

４月 足元まで群生迫るニリンソウ 井原山 吉永 直樹 山岳チーム 風はるか/福岡 

５月 あの岩の上でゴロンとなりたいなあ 宮之浦岳 松岡 艶子 善通寺山の会/香川 

６月 シラネアオイ咲く一ノ倉沢 谷川岳・一ノ倉沢 岡 孝雄 プリムラ山の会/東京 

７月 梅雨明けの頃 南蔵王山 大向 清司 HC はりま/兵庫 

８月 勇姿 剱岳 林 昭宏 東三河山ぽ会/愛知 

９月 逆さ火打 火打山 片平 和生 渋谷山の会ウルスカディ/東京 

10 月 焼石連峰の紅葉 モッコ岳 山田 潔 盛岡山友会/盛岡 

11 月 雪山歩き始め 立山・室堂 林 弘幸 須磨勤労者山岳会/兵庫 

12 月 朝焼けの小沼 赤城山小沼・長七郎山 橋本紀美子 太田ハイキングクラブ/群馬 
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筋トレ講習会でレッグランジを行っているところ 
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7 月 5 日から 8 月 8 日までに届いた事故一報 

８月８日までに届いた事故一報は、64 件 66 名。死

亡事故が１件発生。愛知の 50 代男性が日帰りの沢

登りで溺死した事例だった。無届山行で、会員外の

友人が登山口で車を発見した。入渓していた登山者

が沢の中で発見し、ヘリで搬送され死亡が確認され

た。事故の詳細については、今後の報告により解明

されるが、無届での登山は残念であった。 

今月の事故原因は、転倒(体勢 2 名含)が 35 名。

下山中の転倒事故は 17 名。転落・滑落が９名。虫・

動植物は８名。落石２名。その他９名。今月に入り海

外や北・南アルプス、富士山の高所登山と沢登りが

急増した。これに伴いヘリ搬出が８件発生した。この

ヘリ搬送は、死亡事故も含めた８件の重大事故へ繋

がっている。より慎重な行動を心掛け、更に下山時

の転倒・スリップ・滑落を起こさない意識を持って行

動してほしい。       （遭難対策部長・石川昌） 

■遭難対策部 下山中の転倒事故に細心の注意を 

 部・局・専門委員会の活動 

事故発生日 地方連盟 年齢 性別 山名 山行形態 傷病名
1 6.17 東京 52 女 鳩待峠 無雪期 転倒 山の鼻に向かう途中、滑って転倒した。 右手首の骨折
2 6.18 道央 69 女 駒ヶ岳 無雪期 転倒 下山中、登山道で足を滑らせ転倒した。 右足関節外果骨折
3 6.25 千葉 66 女 守門岳 無雪期  転倒 登坂で躓き転倒し右脚を木の根っこにぶつけた。 打撲
4 7.02 兵庫 36 女 六個山 無雪期 虫/動植物 帰宅後、右足ふくらはぎにマダニを確認し病院へ マダニ刺咬傷

5 7.02 東京 61 女 乾徳山 無雪期 転倒
下山中、濡れた木道で滑って尻もちをつき、右手首を
強打した。

右橈骨遠位端骨折

6 6.18 兵庫 75 女 摩耶山 無雪期 虫/動植物 左足3か所、右足1か所腫れがあったため、受診した。 マダニ刺咬傷

7 6.24 京都 62 女 金毘羅山 訓練 滑落
岩場で移動した際、滑落した。後方への転倒はザック
を支えて防げた

左踵骨骨折

8 6.24 埼玉 66 女 利尻岳 無雪期 転倒 ガレ場でストックを踏んでしまい、前方に転倒した。 右下腿部打撲
9 6.24 埼玉 68 女 利尻岳 無雪期 転倒 メンバーの転倒を止めようとしたが、転倒した。 右肩打撲

10 6.24 岩手 63 男 安達太良山 無雪期 転倒
滑りやすい粘土質の下りで、滑って転び右手を捻っ
た。

右手首捻挫

11 6.27 ⻘森 69 女 上富良野岳 無雪期 体勢 下山中、岩で滑って足を捻る。 捻挫
12 7.02 茨城 68 女 苗場山 無雪期 転倒 下山中、ぬかるみに足を滑らせ転倒した。 賢部打撲

13 7.04 東京 45 女
マッターホル

ン
海外/登攀 その他 アイゼンが外れ落下したため、救助を依頼した。 なし

14 7.05 埼玉 64 女 鳳凰三山 無雪期 滑落 谷に落ちたザックを拾おうとして、滑落した。 打撲
15 7.05 福岡 34 男 OD小倉 人工壁 転落 高さ4mの傾斜壁で手が滑り背中から落下した。 左腕骨折
16 7.06 京都 72 女 ポンポン山 無雪期 虫/動植物 帰宅しマダニに気が付き、受診した。 マダニ刺咬傷
17 7.08 道東 62 男 十勝幌尻岳 沢登り 下山遅れ 下山が遅くなり、翌日に自力下山した。 左足関節内果骨折
18 7.03 東京 57 男 至仏山 無雪期 転倒 山頂での撮影中にバランスを崩し転倒した。 顔面裂傷
19 6.24 香川 72 男 我拝師山 無雪期 滑落 下山開始、５分後にクサリ場でスリップし滑落した。 頸椎骨折
20 7.02 東京 53 女 乾徳山 無雪期 体勢 岩で足が滑り、左手が鎖に挟まった。 右指捻挫
21 7.08 道央 60 女 緑岳 無雪期 転倒 山頂で石に躓きバランスを崩して転倒した。 創傷
22 7.11 和歌山 74 女 比叡山 無雪期 虫/動植物 山ヒルに胴回りを咬まれた。 山ヒル刺咬傷
23 7.15 大阪 71 男 小仙丈ヶ岳 無雪期 転倒 山頂より下山した直後、風にあおられ転倒した。 頭部裂傷
24 7.15 愛知 73 男 富士山 無雪期 転倒 下山直後、足を滑らせバランスを崩して転倒した。 打撲、前⻭損傷
25 7.16 岐阜 60 女 沢上谷 沢登り 転倒 流れの強い場所で、足を取られ膝を捻り転倒した。 半月板損傷
26 7.17 福岡 53 女 三方山 沢登り 落石 先行者が落石を起こし、後続に直撃した。 右膝打撲
27 7.17 京都 72 女 苗場山 無雪期 転倒 下山中、転倒し腰を強く打った。 頸椎圧迫骨折
28 7.16 愛知 52 女 鍵掛沢 沢登り 体勢 大岩を超すときに胸に痛みを感じた。 胸骨骨折

29 7.19 東京 48 男 T-WALL 人工壁 転落
リード中に、7m程落下し、確保者が目を離しグラウン
ドフォールした。

打撲

30 7.02 高知 71 女 東赤石山 無雪期 虫/動植物 左手甲に2か所、大型のハチに刺された。 ハチ刺咬傷

事故原因
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事故一報の受領順で掲載 

年齢 2０代 3０代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 合計 形態 無雪期 積雪期 沢登 山スキー 冬季登攀 登攀 人工壁 訓練 合計
男性 1 1 4 5 8 7 0 0 26 男性 14 0 8 0 2 0 2 0 26
女性 1 1 2 11 16 9 0 0 40 女性 31 0 5 0 0 2 1 1 40
合計 2 2 6 16 24 16 0 0 66 合計 45 0 13 0 2 2 3 1 66

原因 墜落 転落 滑落 転倒 体勢 虫(マダニ) 落石 その他 合計 傷病 骨折 捻挫 断絶 打撲 裂傷 心疾患 損傷 その他 合計
男性 14 0 2 4 0 2 0 4 26 男性 8 2 3 4 4 0 1 4 26
女性 21 5 0 3 6 0 1 4 40 女性 14 6 1 8 0 6 2 3 40
合計 35 5 2 7 6 2 1 8 66 合計 22 8 4 12 4 6 3 7 66

事故発生日 地方連盟 年齢 性別 山名 山行形態 傷病名

31 7.14 兵庫 67 男
ニセコアンヌ

プリ
無雪期 転倒 下山中、えぐれた箇所で、踏み抜き転倒した。 左足関節脱臼骨折

32 7.05 東京 45 女
グランドジョ

ラス
海外/登攀 その他 下山中、トレースに残っていた溝に足がはまった。 捻挫

33 7.17 埼玉 56 女 剣岳 無雪期 体勢 縦走中、左足首を捻った。 捻挫
34 7.18 石川 62 女 蟹ノ目山 無雪期 虫/動植物 登山中にマダニを二匹発見し下山後受診した。 マダニ刺咬傷
35 7.18 栃木 57 女 前白根山 無雪期 転倒 下山開始直後、滑って転倒した。 捻挫
36 7.22 福岡 67 男 内住狭 沢登り その他 ナメ滝を滑り落ちてきた先行者を受け止めた。 前頸骨筋腱炎
37 7.23 静岡 78 男 本社ヶ丸 無雪期 虫/動植物 下山中、小枝が跳ねて負傷する。 左足脹頸切創
38 7.22 石川 75 女 神威岳 無雪期 転倒 岩場を登ろうとして、滑って後方に倒れた。 脊椎圧迫骨折
39 7.16 東京 56 男 笹穴沢 沢登り 虫/動植物 高巻き中、枝か跳ねて右目に当たり負傷した。 角膜損傷
40 7.22 石川 53 女 別山 無雪期 その他 登山道整備中、鎌で指を負傷した。 左⺟指切傷
41 7.23 愛知 27 女 大台ヶ原 沢登り 滑落 ナメの傾斜滝で滑り、滝壺まで落ちた。 第一腰推圧迫骨折
42 7.26 東京 73 男 北岳 無雪期 転倒 下山中、ザレ場で足をとられ転倒した。 左足首関節外果骨折
43 7.3 神奈川 62 男 権現岳 無雪期 転倒 下山中、足を滑らせ尻もちをついた。 左脛骨骨幹骨折
44 7.07 石川 62 女 金沢Cオール 人工壁 その他 無理な角度でホールドを持ったため、手首を痛めた。 狭窄症腱鞘炎
45 7.08 兵庫 66 男 六甲最高峰 無雪期 転倒 石段で滑り尻もちをついた。 左足甲骨折

46 7.15 東京 63 女 赤石岳 無雪期 転倒
木の根っこに足を取られ転倒、歩行困難の為救助要請
した。

右足関節脱臼骨折

47 7.15 東京 61 女 小赤石岳 無雪期 転倒 岩が崩れて足に当たり転倒した。 右上腕部挫傷・打撲
48 8.05 埼玉 71 男 別山 無雪期 転倒 下山中、ガレ場で足を滑らせ転倒した。 打撲

49 7.14 静岡 52 男 南越百山 無雪期 滑落
岩場を登り切れずバランスを崩して1.5m程滑り落ち
た。

左距骨骨挫傷

50 7.16 群馬 48 男 小淵沢 沢登り 転倒 大きな石が動き転倒した。 右人差指の打撲
51 7.17 東京 28 男 大高地山 無雪期 疲労 体力を消耗し、水不足と疲労で、救助要請をした。 疲労
52 7.17 神奈川 71 女 月山 無雪期 転倒 小さな石に躓き転倒した。 右上腕骨近位部骨折
53 7.18 大阪 76 女 立山 無雪期 転倒 道幅が狭く足場が悪い坂道で転倒した。 鎖骨骨折
54 7.17 神奈川 70 女 一切経山 無雪期 転倒 下山中、つま先が石に引っ掛かり前向きで転倒した。 挫減創
55 7.22 静岡 56 男 大井川⻄俣 沢登り 転倒 足場にはした岩が動き転倒した。 裂傷
56 7.23 高知 65 女 鉄砲石川 沢登り 転倒 バランスを崩し転倒し、腰を打った。 腰部圧迫骨折
57 7.23 神奈川 64 男 剣岳 登攀 転倒 下山中、雪渓のガレ場で前向きに転倒した。 腓骨骨折
58 7.29 京都 53 女 雲ノ平 無雪期 転倒 下降中、木の根っこに足を取られ転倒した。 左足骨折
59 7.29 東京 41 男 赤谷川 沢登り 滑落 足が滑り2m程滑落し、救助を依頼した。 捻挫

60 7.3 愛知 50 男 板取川 沢登り その他
無届け単独の日帰り沢山行。後日、車が発見され死亡
が確認された。

死亡/溺死

61 7.29 ⻑崎 75 男 多良岳 無雪期 転倒 下山中、50cmの段差で足を取られ転倒した。 頭部裂傷

62 7.3 愛知 54 女 北穂高岳 無雪期 体勢
すれ違いの時にバランスを崩して大岩に膝を強打し
た。

擦過傷/打撲

63 7.3 東京 66 男 源次郎沢 沢登り 転倒 石の上で足を滑らせ転倒した。 打撲
64 7.31 東京 52 女 空木岳 無雪期 転倒 下山中、段差で左足首を捻った。 左足首関節捻挫

65 8.05 神奈川 47 男 小川山 登攀 滑落
リード中、トラバースで足を滑らせ5m程フォールし
た。

腱損傷

66 8.05 埼玉 51 女 雲取岳 無雪期 転倒 濡れた岩場で下る際、左足を引っかけ転倒した。 小指剥離骨折

事故原因



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

JWAF journal ６ 

組織内資料 複写・転載禁止 

No. 地方連盟
口数等

※
事故発生日時 山域・山名・場所 山行形態 事故原因 事故状況 傷病名

1 千葉県
50代女性
10口

2022/07/23
17:00頃

奥秩父
小川山	
「春の戻り雪」取付き付近

登攀
落石（落
氷）

下山開始10分後位に落石発生。岩が身体にかすった勢いで転
倒、その際に右肘を岩にぶつけて打撲した。

右肘関節打撲症

2 兵庫県
60代女性
5口

2022/08/27
12:20頃

伊吹山・北山・比良山系
安曇川水系ヘク谷
２条12ｍ斜滝

沢登り 転・滑落
２条１２ｍの斜滝（途中棚あり）を６ｍほど登ったところで左
から右に移動時に水流に右足を置き体重を移した時に水圧に負
け流された。

中心性頸髄損傷　右胸部
打撲　右手部打撲　右肘
部打撲

3 奈良県
40代男性
3口

2022/09/04
13:30頃

六甲・金剛・和泉山系
不動岩
不動岩 シアター

登攀 転・滑落

リードクライミング途中(終了点まで残り3ピン)で、バランスを
崩して滑落しました。ビレィヤーもすぐに止めたので、落下は
2mほどでしたが、下部に岩棚がありそこへ足を打ち、骨折しま
した。

足首骨折（３か所）

4 東京都
80代男性
5口

2022/09/11
14:00頃

奥秩父
笠取山
山頂直下1900m付近

無雪期登山 転倒
急斜面を下山中、笹原に右のストックを突いたところ、右側が
溝状に掘れていてストックがすかって転倒、転げ落ちた。

右手首骨折

5 埼玉県
60代女性
10口

2022/09/25
11:00頃

那須・日光・足尾・常陸
荒海山
一般登山道

無雪期登山 転・滑落
前日の降雨により、岩場が濡れていた。設置されていたロープ
を使ったが、足が滑り滑落した。

肋骨・尾骨骨折

6 神奈川県
40代女性
10口

2022/10/09
12:00頃

奥秩父
小川山
妹岩段

登攀 衝突
フリークライミング中にフォールした際、壁に左ひざを打ち付
けた。下山し、地元救急病院を受診。左脛骨高原骨折と診断さ
れる。

左脛骨高原骨折

7 神奈川県
70代男性
10口

2022/10/25
17:00頃

海外
マカルーバルン地区
BC5500m地点

海外登山 病気

風邪を引いた後、5日間BCで静養したが、よくならず。歯痛も
発生して食事も食べられず、咳が止まらず、肺が痛み、高山病
も併発した様である。5日目の夜、体温が初めて38度を超えて
危機感を感じた。翌朝、病院行きについてシェルパと相談し
て、救急ヘリにて搬送された。

風邪に伴う高度障害、発
熱、歯痛

8 埼玉県
70代女性
5口

2022/11/18
12:20頃

大菩薩連嶺
大菩薩嶺
大菩薩峠　介山荘付近

無雪期登山 転倒

大菩薩嶺～賽の河原～親不知ノ頭までは順調に歩行。休憩後、
介山荘に向けて緩斜面を降っていたところ、熊笹に隠れた小さ
な切り株に右足を引っかけ、うつ伏せに転倒した。全身ほぼ同
時に接地したが右足は木に引っかかり、やや上がっていたので
左足に荷重がかかったものと思われる。ルートを富士見山荘経
由に変更し下山した。

左膝蓋骨亀裂骨折

9 兵庫県
50代女性
5口

2022/12/31
12:45頃

北ア　後立山連峰
燕岳
中房温泉

積雪期登山 転倒

下山後、中房温泉より宮城ゲートへ向かう為に中房温泉を出発
後すぐ、アスファルト凍結により滑って転倒。左肘をついた際
に肘関節を脱臼、靭帯を損傷した。中房温泉旅館より救急車を
要請してもらい、松本市内の相澤病院へ搬送。

左肘関節脱臼、剥離骨折
及び靭帯損傷

労山基金　2023年7月交付認定の一覧
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組織内資料 複写・転載禁止 

No. 地方連盟
口数等

※
事故発生日時 山域・山名・場所 山行形態 事故原因 事故状況 傷病名

10 岡山県
70代男性
5口

2023/01/05
12:30頃

近畿地方その他
書写山
登山道途中のあずまや付近

無雪期登山 転倒

昼食後歩行中に石で滑り、転倒する体をかばおうとして右手を
地面についたところ、右手中指を負傷した。帰宅後しばらくし
ても痛みが治まらないため医療機関を受診したところ、手術と
なり１週間程度の入院治療が必要となった。

右中指PIP関節開放脱臼
尺側副靭帯損傷・左中指
PIP関節挫傷

11 兵庫県
50代男性
5口

2023/01/14
15:00頃

人工壁
ディーボルダリングプラス
リードなんば
大阪府大阪市中央区難波千
日前12-35

人工壁 転・滑落
人口壁をトップロープ方式で高さ1mぐらいのところで両手で支
点を持ち身体が横向きになった姿勢で握力がなくなり落ち、身
体を横向きにくの字に曲がり肋骨を折った。

右肋骨骨折

12 徳島県
70代女性
2口

2023/01/22
15:00頃

中国・四国その他
妙体山
徳島県阿波市阿波町立割

無雪期登山 転・滑落
妙体山からの下山途中に登山道が少しざれた個所で足を滑らせ
滑落した。

右脛骨遠位端骨折・右足
関節外果骨折

13 東京都
60代男性
10口

2023/02/05
09:55頃

北ア　後立山連峰
白馬乗鞍岳
白馬乗鞍岳山頂

積雪期登山 凍傷
天狗原にて雪洞泊後、2/5朝に白馬乗鞍岳に登頂。登頂後に左
手親指が白化して硬化しており、凍傷となっていた。

左手母指凍傷

14 福岡県
40代女性
5口

2023/04/23
13:00頃

九州・沖縄その他
日向神クライミングエリア
八女市日向神ダム　サン
セットエリア

登攀 転倒

「サンセットエリア」アプローチの登りで、枯葉で滑り転倒。
当日は強い痛みがなかった為、フリークライミングを行った。
翌日、痛みがあったことより病院を受診し、以下の傷病名で全
治2ヶ月の診断が下された。

右肋骨の骨折と左肩打撲

15 富山県
50代男性
5口

2023/04/29
15:30頃

中部地方その他
細蔵山
登山道

無雪期登山 虫・動植物
下山後、駐車場にて着替えた時に腹部にマダニが食いついてい
ることに気づいた。土曜日の夕方だったため、救急センターに
て治療を受けた。

マダニ被害

16 東京都
60代男性
5口

2023/04/30
11:30頃

ニセコ・支笏山系	
ワイスホルン
ワイスホルンへ向かう駐車
スペース

山スキー 転倒

ワイスホルン山スキー出発時、駐車ポイントで笹に引っかかり
前向けに転倒。その際膝を石に打ち付け膝を打撲し１cm四方裂
傷を負った。そのまま行動したが、途中出血があったので止血
と応急手当をして下山。5/7東京帰京後、町田市の黒木整形外
科で治療中。

裂傷

17 大阪府
60代女性
3口

2023/05/10
14:30頃

六甲・金剛・和泉山系
六甲山
西山谷

無雪期登山 転倒 下山時開始後15分ほどしたところ、転倒し右眼上を打つ。 打撲

18 石川県
60代女性
5口

2023/05/27
16:00頃

中部地方その他
富士写ヶ岳
大内地内への下山後

登山道整備 虫・動植物
登山道整備作業が終わり解散したころ、腹部に「チクッ、モゾ
モゾ」と違和感があり見るとダニを発見。払ってみたが既に噛
まれていて離れず、そのまま受診した。

マダニ

※口数等：（団＝団体口数、（個＝個人口数、表記がないものはすべて個人登録のみ



催しのご案内 ※詳細はホームページをご覧ください 

■ 登山と山岳文化の教養講座 

９月 26 日（火）19 時～ 

 読書会：山口燿久『北八ツ彷徨』 

 10 月・連携企画山行・北八ツ池めぐり 

 11 月・エッセイ合評会 

■ 若手クライミング交流会 

９月 30 日（土）～10 月 1 日（日） 

 場所：小川山・廻り目平周辺（金峰山荘宿泊） 

 募集：15 名（先着順） 

 若手クライマーの育成が目的。やる気のある方はぜ

ひ参加ください 

■ 全国ハイキングリーダー学校 

９月 30 日（土）～10 月 1 日（日） 

 会場：奈良ユースホステル（奈良県奈良市）  

 講義内容①豊田ふみよ氏（奈良県立大学博士研究

員/神経生理学）「高齢者の体と登山」、②荒木辰彦

氏（福岡県連会長）「労山の歴史と平和登山」 

 スマホを使って若草山周辺をハイキング 

■ 労山登山学校交流会 

10 月 21 日（土）～22 日（日） 

 場所：古賀志山、宇都宮市森林公園湖森館 

 対象：各地方連盟の登山学校関係者および会・クラ

ブのリーダー 

 ハイキング層に対する岩場通過訓練で起きた事故を

検証し、ロープワークの基本を確認します 

【兵庫県連】 登山能力の改善を目的とした８ヶ月間

の筋力トレーニングの取り組みとその成果 

JWAF ホームページﾞに資料を掲載中！ 

https://www.jwaf.jp/topics/info/2023/0731_1258.html 

 2023 年８月 

08 遭難対策部会、10・11 第 7 回「山の日」記念全国大

会（沖縄）浦添会長・川嶋理事長・久保副理事長・大和田

理事が参加、15 三役会、22 労山基金運営委員会、同

日登山と山岳文化の教養講座（エッセイ合評会）、24 労

第 18 回理事会、25～31UIAA カザフスタン山岳会・トラ

ッド・クライミング・フェスティバル（カザフスタン）川嶋理事

長・大和田理事が参加 

【京都府連】 自然保護セミナー 

「京都府を総延長 60km 以上の巨大トンネルが

貫く計画を知っていますか？」 

 

◎９月 2 日（土）13 時 30 分～16 時 30 分 

◎ﾃｰﾏ「北陸新幹線延伸計画の環境問題を考える」 

◎講師：長野宇規氏（神戸大学准教授） 

◎会場：京都教育文化センター（ZOOM 配信あり） 

 

詳細は京都府連 HP を参照ください。 

http://www.dab.hi-ho.ne.jp/kyouto-

rozan/sizenhogo_semina230902.html 

◎参加費：１００円（資料代等） 

◎要事前申し込み 

 

◎講演の後、質疑応答を１時間程度予定。 

◎ｚｏｏｍによる中継を視聴可能です。遠方の皆さま

もぜひご参加ください。 

◎延伸工事についての関心を広め、問題を共有し、暮

らしと環境を守るために私たちにできることは何か、

共に考えましょう！ぜひたくさんの人にお声がけくだ

さい！ 
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2023 年９月の予定 

06 遭難対策部会、同日自然保護委員会、14 組織部

会、15 ハイキング委員会、19 三役会、同日山筋ゴーゴ

ー体操推進委員会、26 労山基金運営委員会、同日登

山と山岳文化の教養講座、28 第 19 会理事会、30～

10/1 全国ハイキングリーダー学校、同日若手クライミン

グ講習会 

【労山短期掛け捨てプラン】 

2023 年８月１日から、内容と申込方法が変更 

ご対応をありがとうございます 

 保険料は、ハイキングタイプ＝１人 250 円、登

はんタイプ＝1人 2,500 円 

 申込は、①前月末日までに行事名を登録する→

②前日までに参加者名簿を登録し、保険料を振

込 

詳細と登録書式は労山 HP をご覧ください 

https://www.jwaf.jp/topics/info/2023/0714_1232.html 

 全国連盟の活動と地方連盟の紹介 
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